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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公表番号】特表2007-514782(P2007-514782A)
【公表日】平成19年6月7日(2007.6.7)
【年通号数】公開・登録公報2007-021
【出願番号】特願2006-545691(P2006-545691)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 263/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/421    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/422    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 263/20    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２３　
   Ａ６１Ｐ  31/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｌ  31/00    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｋ  31/421   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/422   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年11月30日(2007.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式：
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【化１】

（式中、
　Ａは、
　フェニル、ピリジル、ピラジニル、ピリミジニルおよびピリダジニル
から成る群より選択され；
　Ｂは、
　フェニル、ピリジル、ピラジニル、ピリミジニルおよびピリダジニル
から成る群より選択され；
　Ｈｅｔ－ＣＨ２－Ｒ３は、
【化２】

から成る群より選択され；
　Ｍは、
　　ａ）Ｃ１～６アルキル、ｂ）Ｃ２～６アルケニル、およびｃ）Ｃ２～６アルキニル
から成る群より選択され、この場合、
　　　ｉ）ａ）～ｃ）のうちのいずれかは、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒおよびＩから成る群より選択
される１つまたはそれ以上の部分で置換されており、ならびに
　　　ｉｉ）ａ）～ｃ）のうちのいずれかは、場合によっては１つまたはそれ以上のＲ４

基でさらに置換されており；
　Ｘは、
【化３】

から成る群より選択され；
　Ｌは、
　　ａ）Ｃ１～６アルキル、ｂ）Ｃ２～６アルケニル、およびｃ）Ｃ２～６アルキニル
から成る群より選択され、
　この場合のａ）～ｃ）のうちのいずれかは、場合によっては１つまたはそれ以上のＲ４

基でさらに置換されており；
　Ｒ１は、
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　　ａ）Ｆ、ｂ）Ｃｌ、ｃ）Ｂｒ、ｄ）Ｉ、ｅ）－ＣＦ３、ｆ）－ＯＲ７、ｇ）－ＣＮ、
ｈ）－ＮＯ２、ｉ）－ＮＲ７Ｒ７、ｊ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ７、ｋ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲ７、ｌ）－
ＯＣ（Ｏ）Ｒ７、ｍ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｎ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ７、ｏ）－ＯＣ（
Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｐ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＯＲ７、ｑ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｒ）
－Ｃ（Ｓ）Ｒ７、ｓ）－Ｃ（Ｓ）ＯＲ７、ｔ）－ＯＣ（Ｓ）Ｒ７、ｕ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲ７

Ｒ７、ｖ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）Ｒ７、ｗ）－ＯＣ（Ｓ）ＮＲ７Ｒ７、ｘ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）
ＯＲ７、ｙ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）ＮＲ７Ｒ７、ｚ）－ＮＲ７Ｃ（ＮＲ７）ＮＲ７Ｒ７、ａａ
）－Ｓ（Ｏ）ｐＲ７、ｂｂ）－ＳＯ２ＮＲ７Ｒ７、およびｃｃ）Ｒ７

からなる群より各出現時に独立して選択され；
　Ｒ２は、
　　ａ）Ｆ、ｂ）Ｃｌ、ｃ）Ｂｒ、ｄ）Ｉ、ｅ）－ＣＦ３、ｆ）－ＯＲ７、ｇ）－ＣＮ、
ｈ）－ＮＯ２、ｉ）－ＮＲ７Ｒ７、ｊ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ７、ｋ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲ７、ｌ）－
ＯＣ（Ｏ）Ｒ７、ｍ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｎ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ７、ｏ）－ＯＣ（
Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｐ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＯＲ７、ｑ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｒ）
－Ｃ（Ｓ）Ｒ７、ｓ）－Ｃ（Ｓ）ＯＲ７、ｔ）－ＯＣ（Ｓ）Ｒ７、ｕ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲ７

Ｒ７、ｖ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）Ｒ７、ｗ）－ＯＣ（Ｓ）ＮＲ７Ｒ７、ｘ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）
ＯＲ７、ｙ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）ＮＲ７Ｒ７、ｚ）－ＮＲ７Ｃ（ＮＲ７）ＮＲ７Ｒ７、ａａ
）－Ｓ（Ｏ）ｐＲ７、ｂｂ）－ＳＯ２ＮＲ７Ｒ７、およびｃｃ）Ｒ７

からなる群より各出現時に独立して選択され；
　Ｒ３は、
　　ａ）－ＯＲ７、ｂ）－ＮＲ７Ｒ７、ｃ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ７、ｄ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲ７、ｅ
）－ＯＣ（Ｏ）Ｒ７、ｆ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｇ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ７、ｈ）－Ｏ
Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、ｉ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＯＲ７、ｊ）－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ７、
ｋ）－Ｃ（Ｓ）Ｒ７、ｌ）－Ｃ（Ｓ）ＯＲ７、ｍ）－ＯＣ（Ｓ）Ｒ７、ｎ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ
Ｒ７Ｒ７、ｏ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）Ｒ７、ｐ）－ＯＣ（Ｓ）ＮＲ７Ｒ７、ｑ）－ＮＲ７Ｃ（
Ｓ）ＯＲ７、ｒ）－ＮＲ７Ｃ（Ｓ）ＮＲ７Ｒ７、ｓ）－ＮＲ７Ｃ（ＮＲ７）ＮＲ７Ｒ７、
ｔ）－Ｓ（Ｏ）ｐＲ７、ｕ）－ＳＯ２ＮＲ７Ｒ７、およびｖ）Ｒ７

から成る群より選択され；
　Ｒ４は、
　　ａ）Ｈ、ｂ）Ｆ、ｃ）Ｃｌ、ｄ）Ｂｒ、ｅ）Ｉ、ｆ）＝Ｏ、ｇ）＝Ｓ、ｈ）＝ＮＲ５

、ｉ）＝ＮＯＲ５、ｊ）＝Ｎ－ＮＲ５Ｒ５、ｋ）－ＣＦ３、ｌ）－ＯＲ５、ｍ）－ＣＮ、
ｎ）－ＮＯ２、ｏ）－ＮＲ５Ｒ５、ｐ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ５、ｑ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、ｒ）－
ＯＣ（Ｏ）Ｒ５、ｓ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ５Ｒ５、ｔ）－ＮＲ５Ｃ（Ｏ）Ｒ５、ｕ）－ＯＣ（
Ｏ）ＮＲ５Ｒ５、ｖ）－ＮＲ５Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、ｗ）－ＮＲ５Ｃ（Ｏ）ＮＲ５Ｒ５、ｘ）
－Ｃ（Ｓ）Ｒ５、ｙ）－Ｃ（Ｓ）ＯＲ５、ｚ）－ＯＣ（Ｓ）Ｒ５、ａａ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲ
５Ｒ５、ｂｂ）－ＮＲ５Ｃ（Ｓ）Ｒ５、ｃｃ）－ＯＣ（Ｓ）ＮＲ５Ｒ５、ｄｄ）－ＮＲ５

Ｃ（Ｓ）ＯＲ５、ｅｅ）－ＮＲ５Ｃ（Ｓ）ＮＲ５Ｒ５、ｆｆ）－ＮＲ５Ｃ（ＮＲ５）ＮＲ
５Ｒ５、ｇｇ）－Ｓ（Ｏ）ｐＲ５、およびｈｈ）Ｒ５

からなる群より各出現時に独立して選択され；
　Ｒ５は、
　　ａ）Ｈ、ｂ）Ｃ１～６アルキル、ｃ）Ｃ２～６アルケニル、ｄ）Ｃ２～６アルキニル
、ｅ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ１～６アルキル、ｆ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ２～６アルケニル、ｇ）－Ｃ
（Ｏ）－Ｃ２～６アルキニル、ｈ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～６アルキル、ｉ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ
－Ｃ２～６アルケニル、およびｊ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ２～６アルキニル
からなる群より各出現時に独立して選択され、
　　　この場合のｂ）～ｊ）のうちのいずれかは、場合によっては１つまたはそれ以上の
Ｒ６基で置換されており；
　Ｒ６は、
　　ａ）Ｆ、ｂ）Ｃｌ、ｃ）Ｂｒ、ｄ）Ｉ、ｅ）－ＣＦ３、ｆ）－ＯＨ、ｇ）－ＯＣ１～

６アルキル、ｈ）－ＳＨ、ｉ）－ＳＣ１～６アルキル、ｊ）－ＣＮ、ｋ）－ＮＯ２、ｌ）
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－ＮＨ２、ｍ）－ＮＨＣ１～６アルキル、ｎ）－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、ｏ）－Ｃ（
Ｏ）Ｃ１～６アルキル、ｐ）－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキル、ｑ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、ｒ
）－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、ｓ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、ｔ）－
ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、およびｕ）－Ｓ（Ｏ）ｐＣ１～６アルキル
からなる群より各出現時に独立して選択され；
　Ｒ７は、
　ａ）Ｈ、ｂ）Ｃ１～６アルキル、ｃ）Ｃ２～６アルケニル、ｄ）Ｃ２～６アルキニル、
ｅ）Ｃ３～１４飽和、不飽和または芳香族炭素環、ｆ）窒素、酸素および硫黄から成る群
より選択される１つまたはそれ以上のヘテロ原子を含む３～１４員飽和、不飽和または芳
香族複素環、ｇ）－Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ２～６アルケニル、
ｉ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ２～６アルキニル、ｊ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ３～１４飽和、不飽和または
芳香族炭素環、ｋ）窒素、酸素および硫黄から成る群より選択される１つまたはそれ以上
のヘテロ原子を含む－Ｃ（Ｏ）－３～１４員飽和、不飽和または芳香族複素環、ｌ）－Ｃ
（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～６アルキル、ｍ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ２～６アルケニル、ｎ）－Ｃ（Ｏ）
Ｏ－Ｃ２～６アルキニル、ｏ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ３～１４飽和、不飽和または芳香族炭素
環、およびｐ）窒素、酸素および硫黄から成る群より選択される１つまたはそれ以上のヘ
テロ原子を含む－Ｃ（Ｏ）Ｏ－３～１４員飽和、不飽和または芳香族複素環
からなる群より各出現時に独立して選択され、
　　　この場合のｂ）～ｐ）のうちのいずれかは、場合によっては１つまたはそれ以上の
Ｒ８基で置換されており；
　Ｒ８は、
　　ａ）Ｆ、ｂ）Ｃｌ、ｃ）Ｂｒ、ｄ）Ｉ、ｅ）＝Ｏ、ｆ）＝Ｓ、ｇ）＝ＮＲ９、ｈ）＝
ＮＯＲ９、ｉ）＝Ｎ－ＮＲ９Ｒ９、ｊ）－ＣＦ３、ｋ）－ＯＲ９、ｌ）－ＣＮ、ｍ）－Ｎ
Ｏ２、ｎ）－ＮＲ９Ｒ９、ｏ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ９、ｐ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲ９、ｑ）－ＯＣ（Ｏ
）Ｒ９、ｒ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、ｓ）－ＮＲ９Ｃ（Ｏ）Ｒ９、ｔ）－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ
９Ｒ９、ｕ）－ＮＲ９Ｃ（Ｏ）ＯＲ９、ｖ）－ＮＲ９Ｃ（Ｏ）ＮＲ９Ｒ９、ｗ）－Ｃ（Ｓ
）Ｒ９、ｘ）－Ｃ（Ｓ）ＯＲ９、ｙ）－ＯＣ（Ｓ）Ｒ９、ｚ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲ９Ｒ９、ａ
ａ）－ＮＲ９Ｃ（Ｓ）Ｒ９、ｂｂ）－ＯＣ（Ｓ）ＮＲ９Ｒ９、ｃｃ）－ＮＲ９Ｃ（Ｓ）Ｏ
Ｒ９、ｄｄ）－ＮＲ９Ｃ（Ｓ）ＮＲ９Ｒ９、ｅｅ）－ＮＲ９Ｃ（ＮＲ９）ＮＲ９Ｒ９、ｆ
ｆ）－Ｓ（Ｏ）ｐＲ９、ｇｇ）－ＳＯ２ＮＲ９Ｒ９、およびｈｈ）Ｒ９

からなる群より各出現時に独立して選択され；
　Ｒ９は、
　ａ）Ｈ、ｂ）Ｃ１～６アルキル、ｃ）Ｃ２～６アルケニル、ｄ）Ｃ２～６アルキニル、
ｅ）Ｃ３～１４飽和、不飽和または芳香族炭素環、ｆ）窒素、酸素および硫黄から成る群
より選択される１つまたはそれ以上のヘテロ原子を含む３～１４員飽和、不飽和または芳
香族複素環、ｇ）－Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ２～６アルケニル、
ｉ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ２～６アルキニル、ｊ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ３～１４飽和、不飽和または
芳香族炭素環、ｋ）窒素、酸素および硫黄から成る群より選択される１つまたはそれ以上
のヘテロ原子を含む－Ｃ（Ｏ）－３～１４員飽和、不飽和または芳香族複素環、ｌ）－Ｃ
（Ｏ）Ｏ－Ｃ１～６アルキル、ｍ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ２～６アルケニル、ｎ）－Ｃ（Ｏ）
Ｏ－Ｃ２～６アルキニル、ｏ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ３～１４飽和、不飽和または芳香族炭素
環、およびｐ）窒素、酸素および硫黄から成る群より選択される１つまたはそれ以上のヘ
テロ原子を含む－Ｃ（Ｏ）Ｏ－３～１４員飽和、不飽和または芳香族複素環
からなる群より各出現時に独立して選択され、
　　　この場合のｂ）～ｐ）のうちのいずれかは、
　　　　ａ）Ｆ、ｂ）Ｃｌ、ｃ）Ｂｒ、ｄ）Ｉ、ｅ）－ＣＦ３、ｆ）－ＯＨ、ｇ）－ＯＣ

１～６アルキル、ｈ）－ＳＨ、ｉ）－ＳＣ１～６アルキル、ｊ）－ＣＮ、ｋ）－ＮＯ２、
ｌ）－ＮＨ２、ｍ）－ＮＨＣ１～６アルキル、ｎ）－Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、ｏ）－
Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、ｐ）－Ｃ（Ｏ）ＯＣ１～６アルキル、ｑ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２

、ｒ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ１～６アルキル、ｓ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、ｔ
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）－ＮＨＣ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、ｕ）－ＳＯ２ＮＨ２－、ｖ）－ＳＯ２ＮＨＣ１～６

アルキル、ｗ）－ＳＯ２Ｎ（Ｃ１～６アルキル）２、およびｘ）－Ｓ（Ｏ）ｐＣ１～６ア
ルキル
から成る群より選択される１つまたはそれ以上の部分で場合によっては置換されており；
　ｍは、０、１、２、３または４であり；
　ｎは、０、１、２、３または４であり；ならびに
　ｐは、各出現時に独立して０、１または２である）
を有する化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしくはプロドラッグ。
【請求項２】
式：
【化４】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｘ、ｍおよびｎは、請求項１に記載したと
おり定義される）
を有する、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしくは
プロドラッグ。
【請求項３】
式：

【化５】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｘ、ｍおよびｎは、請求項１に記載したと
おり定義される）
を有する、請求項１または２に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステル
もしくはプロドラッグ。
【請求項４】
Ａが、フェニルおよびピリジルから成る群より選択され；
　Ｂが、フェニルおよびピリジルから成る群より選択され；
　ｍが、０、１または２であり；ならびに
　ｎが、０、１または２である、
請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
Ａ－Ｂが、
【化６】

（式中、Ａ、Ｒ２およびｎは、請求項１に記載したとおり定義される）
である、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
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【請求項６】
Ｒ２が、ＨおよびＦから成る群より選択され、ならびにｎが、０、１または２である、請
求項５に記載の化合物。
【請求項７】
Ａ－Ｂが、
【化７】

（式中、Ａは、請求項１に記載したとおり定義される）
である、請求項５に記載の化合物。
【請求項８】
Ａ－Ｂが、

【化８】

（式中、Ａは、請求項１に記載したとおり定義される）
である、請求項５に記載の化合物。
【請求項９】
Ａ－Ｂが、
【化９】

（式中、Ｂは、請求項１に記載したとおり定義される）
である、請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
Ａ－Ｂが、
【化１０】

（式中、Ｂは、請求項１に記載したとおり定義される）である、請求項１～８のいずれか
一項に記載の化合物。
【請求項１１】
Ｒ３が、－ＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ７である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１２】
Ｒ３が、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ７である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１３】
Ｒ７が、ＦまたはＣｌから独立して選択される１つまたはそれ以上の置換基で場合によっ
ては置換されているＣ１～６アルキルである、請求項１１または１２に記載の化合物。
【請求項１４】
Ｒ７が、－ＣＨ３、－ＣＨ２Ｆ、－ＣＨＦ２、－ＣＦ３、－ＣＨ２Ｃｌ、－ＣＨＣｌ２、
－ＣＣｌ３、－ＣＨＦＣｌ、－ＣＦ２Ｃｌ、および－ＣＦＣｌ２から成る群より選択され
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る、請求項１１～１３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１５】
Ｒ７が、－ＣＨ３である、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
Ｒ３が、
【化１１】

である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１７】
式：
【化１２】

（式中、Ａ、Ｂ、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｒ２、Ｘ、ｍおよびｎは、請求項１に記載したとおり定
義される）
を有する、請求項１または２に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステル
もしくはプロドラッグ。
【請求項１８】
式：

【化１３】

（式中、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｒ３、Ｘおよびｍは、請求項１に記載したとおり定義され、Ａは
、フェニルおよびピリジルから成る群より選択され、Ｒ２は、ＨおよびＦから成る群より
選択され、ならびにｎは、０、１または２である）
を有する、請求項１または２に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステル
もしくはプロドラッグ。
【請求項１９】
式：
【化１４】

（式中、Ａ、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｒ３、Ｘおよびｍは、請求項１に記載したとおり定義される
）
を有する、請求項１または２に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステル
もしくはプロドラッグ。
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【請求項２０】
式：
【化１５】

（式中、Ａ、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｘおよびｍは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項１９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２１】
式：

【化１６】

（式中、Ｌ、Ｍ、Ｒ３、およびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項１９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２２】
式：

【化１７】

（式中、Ｌ、ＭおよびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項２１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２３】
式：

【化１８】

（式中、Ｌ、Ｍ、Ｒ３、およびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項１９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２４】
式：
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【化１９】

（式中、Ｌ、ＭおよびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項２３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２５】
式：
【化２０】

（式中、Ａ、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｒ３、Ｘおよびｍは、請求項１に記載したとおり定義される
）
を有する、請求項１または２に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステル
もしくはプロドラッグ。
【請求項２６】
式：

【化２１】

（式中、Ａ、Ｌ、Ｍ、Ｒ１、Ｘおよびｍは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項２５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２７】
式：

【化２２】

（式中、Ｌ、Ｍ、Ｒ３、およびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項２５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２８】
式：
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【化２３】

（式中、Ｌ、ＭおよびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項２７に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項２９】
式：
【化２４】

（式中、Ｌ、Ｍ、Ｒ３、およびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項２５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項３０】
式：

【化２５】

（式中、Ｌ、ＭおよびＸは、請求項１に記載したとおり定義される）
を有する、請求項２９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしく
はプロドラッグ。
【請求項３１】
Ｌが、Ｃ１～６アルキルである、請求項１～３０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３２】
Ｌが、－ＣＨ２－である、請求項３１に記載の化合物。
【請求項３３】
Ｘが、－ＮＲ５－および－Ｎ（ＯＲ５）－から成る群より選択され、ならびにＲ５が、Ｈ
およびＣ１～６アルキルから成る群より選択される、請求項１～３２のいずれか一項に記
載の化合物。
【請求項３４】
Ｘが、－ＮＲ５－であり、ならびにＲ５が、ＨおよびＣ１～６アルキルから成る群より選
択される、請求項１～３３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３５】
Ｘが、－ＮＨ－である、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
Ｘが、－ＮＣ１～６アルキルであり、この場合のＣ１～６アルキル基は、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ
およびＩから成る群より選択される１つまたはそれ以上の部分で置換されている、請求項
３４に記載の化合物。
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【請求項３７】
Ｍが、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒおよびＩから成る群より選択される１つまたはそれ以上の部分で置
換されているＣ１～６アルキルである、請求項１～３６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３８】
Ｍが、１つまたはそれ以上のＦ原子で置換されているＣ１～６アルキルである、請求項３
７に記載の化合物。
【請求項３９】
Ｍが、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｆである、請求項３８に記載の化合物。
【請求項４０】
Ｍが、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｆである、請求項１～３９のいずれか一項に記載の化
合物。
【請求項４１】
表１に記載されている化合物のいずれか１つに該当する構造を有する化合物またはその薬
学的に許容される塩、エステルもしくはプロドラッグ。
【請求項４２】
表１に記載されている化合物のいずれか１つに該当する化合物の薬学的に許容される塩。
【請求項４３】
前記化合物が、表１に記載されている化合物１～１４、２０～２２、２４～４２、４４～
４９および５３～８１のいずれか１つに該当する、請求項４２に記載の薬学的に許容され
る塩。
【請求項４４】
一塩酸塩である、請求項４２または４３に記載の薬学的に許容される塩。
【請求項４５】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物および薬学的に許容
される担体を含む薬学的組成物。
【請求項４６】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有する
、哺乳動物における微生物感染を治療するための組成物。
【請求項４７】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有する
、哺乳動物における真菌感染を治療するための組成物。
【請求項４８】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有する
、哺乳動物における寄生虫症を治療するための組成物。
【請求項４９】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有する
、哺乳動物における増殖性疾患を治療するための組成物。
【請求項５０】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有する
、哺乳動物におけるウイルス感染を治療するための組成物。
【請求項５１】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有する
、哺乳動物における炎症性疾患を治療するための組成物。
【請求項５２】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有する
、哺乳動物における胃腸運動障害を治療するための組成物。
【請求項５３】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つまたはそれ以上の化合物の有効量を含有、そ
れによって、
　皮膚感染、院内肺炎、ウイルス後肺炎、腹部感染、尿路感染症、菌血症、敗血症、心内
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膜炎、心室シャント感染、血管アクセス感染、髄膜炎、外科的予防、腹膜感染、骨感染、
関節感染、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、バンコマイシン耐性腸球菌感染症、リ
ネゾリド耐性生物感染症、および結核
から成る群より選択される疾患の症状を改善する、哺乳動物における疾患を治療するため
の組成物。
【請求項５４】
前記化合物が、経口的に、非経口的にまたは局所的に投与されるために適している、請求
項４６～５３のいずれか一項に記載のための組成物。
【請求項５５】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を合成す
る方法。
【請求項５６】
請求項１～４４のいずれか一項に記載の１つもしくはそれ以上の化合物またはその薬学的
に許容される塩を含む医療装置。
【請求項５７】
ステントである、請求項５６に記載の医療装置。
【請求項５８】
構造：
【化２６】

を有する化合物またはその薬学的に許容される塩、エステルもしくはプロドラッグ。
【請求項５９】
請求項５８に記載の化合物の薬学的に受容可能な塩。
【請求項６０】
前記塩が一塩酸塩である、請求項５９に記載の薬学的に受容可能な塩。
【請求項６１】
請求項５８に記載の化合物およびおよび薬学的に許容される担体を含む薬学的組成物。
【請求項６２】
請求項５９に記載の化合物およびおよび薬学的に許容される担体を含む薬学的組成物。
【請求項６３】
請求項６０に記載の化合物およびおよび薬学的に許容される担体を含む薬学的組成物。
【請求項６４】
前記塩が塩酸塩である、請求項５９に記載の薬学的に受容可能な塩。
【請求項６５】
構造：
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【化２７】

を有する化合物。
【請求項６６】
Ｘが、－ＮＲ５－、および－Ｎ（ＯＲ５）－から成る群より選択され、ならびにＲ５が、
ＨおよびＣ１～６アルキルから成る群より選択される、請求項３１のいずれか一項に記載
の化合物。
【請求項６７】
Ｘが、－ＮＲ５－であり、ならびにＲ５が、ＨおよびＣ１～６アルキルから成る群より選
択される、請求項３１のいずれか一項に記載の化合物。
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